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援、障害の正しい理解と社会参加の促進方策、地域において居宅･施設サービス等をきめ細

かく提供できる体制づくり等､障害者の総合的な保健福祉施策に関する研究開発を行うと共

に、これらの障害を招く精神疾患、神経・筋疾患、感覚器疾患等についての、病因・病態の

解明、効果的な予防、診断、治療法等の研究・開発を推進する。 

 この公募は、本来、平成22年度予算成立後に行うべきものであるが、できるだけ早く研

究を開始するために、予算成立前に行うこととしているものである。従って、成立した予

算の額に応じて、研究費の規模、採択件数等の変更が生じる場合等がある。 

 

 （ア）身体・知的等障害分野 

 ＜新規課題採択方針＞ 

障害全般（原則として、身体及び知的障害を対象とする）について、治療からリハビリ

テーションに至る適切なサービス、社会参加の推進、地域における生活を支援する体制等

に関する研究を実施する。ただし、（旧）障害保健福祉総合研究事業において現在実施中

の課題と重複する課題は採択しない。 

 

    研究費の規模：１課題当たり 3,000 ～ 20,000千円程度(１年当たりの研究費) 

 

    研究期間：１～３年 

 

    新規採択予定課題数：８課題程度、うち、「若手育成型」については数課題程度 

※各課題につき原則として1又は複数の研究を採択するが、応募状況等によっては採

択を行わないことがある。 

 

  若手育成型の応募対象： 

   平成22年４月１日現在で満39歳以下の者(昭和45年４月２日以降に生まれた者） 

    ※新規採択時にのみ本条件を適用する。 

    ※満年齢の算定は誕生日の前日に１歳加算する方法とする。 

    ※産前・産後休業及び育児休業を取った者は、その日数を応募資格の制限日に加算する 

    ことができる。 

 

 ＜公募研究課題＞ 

 【一般公募型】 

① 障害保健福祉施策推進のための基盤的政策研究         (２２１７０１０１) 

総合的な障害保健福祉施策を推進するため、従来の施策の検証や新たな施策の提案を行

う、政策研究であること。 

 

② 身体及び知的障害を有する者のリハビリテーション及び自立支援に関する研究 

                                (２２１７０２０１) 

身体及び知的障害を有する者の自立と社会参加を促進するための効果的なリハビリテー

ション及び自立支援手法の開発を行い、その有効性について定量的な検証を行う研究であ

ること。 

 

③ 高齢の障害者への支援の在り方に関する研究                 （２２１７０３０１） 

障害者の高齢化が進行している現状に鑑み、その生活実態や支援の現状について調査・

分析するとともに、今後の支援の在り方についての研究であること。 

        


